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一

一

な

い

家

事

義

的

出

警

暴

摘

人

象

毒

習

室

、

8

か

柔

努

書

空

機

、

寿

・

湖

北

台

、

ま

び

鉱

山

臣

両

国

間

同

庄

一
安
削
減
な
ど
⑮
家
間
臓
の
削
減
努
む
ど
乳
児
・
翼
線
係
省
鏑
市
立
帯
保
脊
こ
、
根
戸
、
議
ホ
、
っ
く
し
野
第
一
~
一
純
一
義
一
後
一
堂
一
議
…
後
一
線
一

例

一

室

、

護

者

は

一

宮

5
語

、

尽

き

市

議

苦

審

議

亀

襲

警

の

人

望

書

は

豪

華

霊

祭

一

側

一

議

一

一

概

惑

字

一

一

夜

一

党

絞
…
印
後
寸
2
0
Q
的
関
川
以
上
向
蕊
労
が
必
保
管
関
閥
、
私
作
品
柑
脇
被
保
育
関
。
然
繁
札
制
へ
柑
提
出
し
て
く
犯
さ
い
e

j

h

i

l

l

、

-
片
市
川
市
川
波
者
お
よ
び
端
然
的
緒
川
島
引
な
ら

び
に
暗
恋
持
で
奇
い
人

・
叫
側
哨
端
的
公
正
な
執
行
合
蛸
げ
な
い
人

V
総
滋
鯵
加
餐
由
主
な
県
件

・
申
し
込
み

u
l人
1
部
地
と
し
*
ゆ
ず

・
保
留
地
〈
詰
H
…
現
約
と
M
問
時
に
、
ま
た

は
v
m
w
n
u
以
内
に
代
金
的
金
制
酬
を
払
込

み
が
で
き
る
人
〈
な
お
、
出
陣
内
湖
地
売
w闘

終
仏
判
と
附
問
時
に
契
約
山
州
統
念
と
し
て
、

契
約
余
滅
的
3
0
0
分
丹
時
M
M
K
的
金

制
闘
を
納
付
す
る
ニ
と
あ
袋
し
ま
す
〉

V
叫
糊
滋
決
定
に
つ
い
て

・
3
殴
地
以
地
込
者
が
2
人
的
鴻
舟
は
、

そ
の
申
込
者
を
ふ
蜘
灘
教
と
し
て
決
議
L

ま
す
均

・
2
一
儲
織
に
申
込
者
が
2
人
以
上
約
四
場

合
は
公
開
抽
滋
に
よ
り
当
選
者
そ
り
決
後

し
ま
す

a

マ
そ
の
品
開

e

H
札
認
に
つ
い
て
は
、
之

地
注
総
整
理
事
教
は
よ
る
保
街
地
の
た

め
、
檎
地
処
分
後
に
行
い
ま
す
。

・
5
年
開
問
は
抽
胞
に
誠
捜
す
る
ニ
と
が
で

懇
ま
せ
ん
e

た
だ
し
換
柏
崎
畑
地
分
な
潔
械

は
と
め
隊
り
で
は
あ
ワ
ま
せ
A
，

vm開
い
官
わ
廿
ぽ
一
面
一
盤
双
務

或聞の議灯火告転車語君、気をつけて

ド
ラ
イ
バ

i
は
夜
、
怒
川
灯
火
く
ん

が
患
っ
て
い
る
ほ
ど
見
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
イ
ト
が
島
胃
を
{
寸
り
ま
す
。

ハ
ダ
シ
で
火
の
上
告
歩
く
々
行
々

子
の
衿
大
黒
天
の
か
菜
燈
護
摩
H

納
部
い
火
向
上
を
ハ
ダ
ユ
で
憲
一
く
山
ん
比
中
い
火
が
チ
口
φ

日
と
)

ニ
昨
日
山
拭
り
に
山
町
長
¥

a

俗
的

um
持
た
ち
一
一
行
れ
は
い
r
L、
そ
れ
ぞ
れ

関
い
ご
と
を
胸
に
火
議
り
の
行
に
事
加

し
ま
し
た

u

オ1 工 才1 --←町一目......_~_.... - 白山戸山町山町一一町一一必

__..^'f~~縛機ふふ?匂隊長身ま"護jl;
て'火かぽ叩b ‘
す 4 け j日
/J'ままグ》

z主， t.. !芭
措いた教
え議。な
夢長~径 と
りをし 子
的を人
下 地 n 
3から、 トー

カ'

320 

L てゑでれの lに がけ
たいなはる遺品ピとこ 1'1'て 11 ~齢

む欲的隊機スつめわ‘丹 波主
ごえf級三の資料て織れ男爵 17 .“若草3
t..塁 手 話 語 百 然 科 会 主 義 資 家 総 院 もー孟z

z弓長持52212長義
絡調務にき章す還を品た 堕ら ;ζ 務主

査なお計る L のち 特 19 /J蕗ふ

主 民 ど 額 綱 た 、 鎖 的 緩急 を品
J がをい絞め経季語、滋 総 /h 草腐

主担斐もて長重で童 話ご 蚕
九ま L 、市わ憲章サ;舌 濃 か

- - 白 山 町 町一目川町戸山町町一一町内----- a;びこ
と綿懸指すと 模様手 草 地

計枕訪れド、時二撃訓耐空お
十 rt崎も照潔手当め的大{こ小法六事再芳書

川審査室長三長野君雪雲皇室只一一
体ワ '"な f悪 λ:..~をう t帯 、 まニグ) ，ぅ、会事信1~
育心バ、 I務勝で分も草寺いし7"害容絞 間 ぶt
の". V}.7，. i主審倒的ポき'たのに F亡き iill冨"'rl"

，~':; J::t等号Ti三子字句き詩書霊童五員
約弓L.I ...， 7:1"手伝 沼李会: c グモ歩〆『、1T現~'Il.tJJ.. I~I 

"'7-いjンピツ刊のピンツり援争巧各さ i?11V E苧i:守系
か市持軍呈トカZで..;ミ今わ中市.1..1. .. 蝿臨輔臨慨 園町田師、潮甑国輔、晶で葉自 I や

主祭会雲 2主
合零鞍茅ちニ y れ f綴鼠 、々 豊終室 t令J し餓是徐士ザ《丹‘爾置醤麗緩緬麗罵罷翠麗題彊磁葱摺 う tに: し きき5ミ参ち
i波鼠 i将:会t;- κ ヨ 1伊例号引殉}昔j 臼 を 寺争鳥 l綴設たで 5笠'- ¥，、‘ 睡寵盤謹磁謡冨薗蕗擾瀦儲彊蹟藤葱濯霊 r 
むし ゃ大ンし約本唆なれ ‘タカ 、 宮司麗置露麗盟理寄留富田麗鼠留置 w: .'-::ダ続山

、い金なた務火葬員ど s ニ~ 11 惑溺嬢麺類煩腰湯臆類鷹顔扇罷願 書量、MJ:.シい伏

刊号村吉野!日i?熱騨議護審鰯芝草ii;
日シ日3tf53;戦壊議詑議議議 会話量へ日
ゎ長滋持や火ン にス併が笠 1/ 叩均一一週沼町職開問問的安轍削河 !J1J' 、坊

やお札年ア会ド 、 や は fj- A準媛勝tニ緩いた第ニ分問選手 プ '

州
知
っ
て
い
ま
す
が

?
J需
抑
制
火

議
問
院
は
三
万
国
円
以
下
の
蹴
献
金
e

附
中
学
校
の
生
徒
数

料
は
大
き
く
増
加

仰
向

i
学
校
基
本
隷
驚
H
H

こ
の
議
議
日
同
、
毎
年
5
R
H
い
教
務
摂
特
に
小
学
絞
め
削
児
童
数
打
数
放
市
中
よ

一
作
絞
め
基
礎
資
料
金
制
問
る
隠
的
と
し
り
も
、
中
学
校
向
感
総
数
の
増
加
車
が

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
匂
大
寺
〈
‘
ま
た
小
学
校
内
学
年
別
児
童

昨
年
内
議
な
綴
ロ
闘
を
5
年
務
在
比
数
等
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
中
学
校
的
学

絞

し

ま

し

た

。

級

品

械

の

増

加

は

ニ

れ

か

ら

数

年

続

く

こ

V
幼
徽
開
闘
に
つ
い
て
は
、
総
数
‘
学
と
が
予
蛸
崎
容
れ
ま
す
。

組
数
・
醐
脳
出
品
数
と
も
冷
え
て
い
ま
す

V
各
種
'
導
鯵
拶
授
の
生
徒
数
は
務
し

炉
、
こ
こ
3
年
悠
は
機
ば
い
内
状
穣
〈
増
指
し
て
い
ま
す
。

で
す
。

V
小
学
校
は
3
枚
羽
え
て
ロ
授
と
な

り、

3
校
当
た
り
の
平
均
学
級
数
は
、

日
年
抑
制
常
時
制
か
ら
部
年
い
い
は
関
学

級
と
な
り
.
務
内
的
市
平
均
よ
り
も

7
学
級
多
〈
な
っ
て
い
ま
す
.

V
中
学
校
以
1
校
増
え
て
6
校
に
な

り
1
校
当
た
り
の
準
均
学
紐
教
は
、

的
内
部
的
見
学
級
か
旬
開
都
心
は
む
学

輯
に
な
り
、
礁
内
町
市
平
地
よ
け
2

惜
組
多
く
な
っ
て
い
寧
す
。
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唱

、ー

14日中央公民館臨盟関

第
7
固
消
費
生
活
展

警

護

憲

禁

、

2
3
5
5
3簡
に

わ

た

り

中

決

議

事

長

室

内

会

問

〔

川

時

織
で
行
わ
れ
ま
す
ゐ

弘
主
格
的
品
取
組
摘
は
多
く
の
不
安
比
一
と

η
期
間
ま
れ
て
い
ま
す
a

食
ベ
も
の
と
叡
み
本
と
決
闘
閉
じ
つ
い
て
も
、
銭
民
間
生
。
市
開
問

5
0
0人
仁
自
聞
い
て
み
ま
し
た

浴
に
火
〈
こ
と
の
で
ち
な
い
も
の
で
品
る
だ
け

ι、
そ
の
俊
全
性

ιは
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
u

そ
こ
で
、
今
間
出
{
法
制
別
に
開
閉
す
る
京
国
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

印
金
活
療
で
誌
、
こ
れ
ら
じ
つ
い
て
い
ま
荷
が
問
問
綴
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
よ

η
安
全
な
生
活
安
送
る
た
め

ιは
、

査

か

ら

)

潟
焚
穏
詰
ど
う
し
た
ら
よ
い
拐
か
を
、
皆
さ
ん
と
一
績
に
考
え
て
み

t
い

と

思

い

ま

す

。

お

け

ん

丹

後

用

車

、

台

或

法

制

に

よ

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
い
ろ
い
ろ
闘
用
意
し
ま
し
た
。
ニ
の
生
活
農
の
な
か
で
、
よ
り
よ
い
暮
ら
L
由

t

る
議
官
官
経
験
者
、
後
埠
縁
と
表
示
認
識
域

的

の

ヒ

ン

ト

を

箆

つ

け

て

み

て

く

だ

さ

い

金

昨

祉

な

ど

‘

市

民

ア

ン

ケ

;

ト

め

総

梁

を

j
i
l
l
!
i
i
i
i
i
i
i

毒
物
が
多
用
き
れ
て
い
ま
す
e

今
回
口
大
丈
夫
か
主
、
故
み
本
の
主
役
お
知
ら
せ
し
ま
す
e

畏

示

は

、

特

に

童

話

て

き

た

毒

殺

塩

水

は

草

す

る

も

の

三

雪

汚

L
0
4
2
e
な
ら
ば
謹
主
い
め
?

コ
i
ナ
i

毒

性

を

取

り

上

げ

ま

す

ロ

生

霊

会

議

す

る

こ

と

は

、

私

た

ち

脅

威

室

主

体

と

重

義

人

。
農
薬
液
村
野
菜
と
有
機
農
揖
的
生
命
的
嬬
を
史
、
っ
ニ
L
P

己
主
弓
ま
す
，
ど
的
よ
う
な
間
同
総
点
を
持
っ
て
い
る
内

1
目
?
?
お

Jμ
均
一
コ
野
菜
言
葉
け
の
築
抽
出
を
知
h
サ
術
向
上
水
草
町
仕
組
み
と
水
棄
の
宏
九
ペ

zghu爽
撃

も

1

い

金

円

峰

ド

結

じ

る

と

と

も

に

量

的

有

機

量

動

産

喜

「

み

ま

し

f白
か

に

し

ま

す

。

。
食
卓
的
上
に
は
不
曹
が
い
っ
ぱ
い
を
絡
脅
し
ま
す
a

口
容
ょ
う
か
ら
興
特
、
ガ
ン
じ
な
ら
な

O
合
成
洗
脳
開
は
も
う
い
ら
牟
い

結
目
的
食
卓
の
上
に
放
ぷ
食
品
の
申
告
'L
‘
L
ミ
ル
タ
的
開
問
観
点

t
儀

混

殺

い

た

め

の

世

串

ア

ド

パ

イ

民

約

4
9
0
0都
も
め
絞
殺
を
も
つ
い
制

に
は
多
く
の
不
安
物
縛
叫
が
含
ま
れ
て
い
務
キ
弘
山
粧
品
ー
な
食
鋭
的
を
総
保
す
る
た
め
い
い
け
ん
と
、
約
知
年
め
緩
い
い
務
総
邸
時
惜
別
喰

ま
寸
。
こ
こ
で
ム
は
、
公
生
淡
の
安
全
数
鉱
山
崎
北
税
務
や
れ
と
骨
肉
…
制
相
官
附
〉
淑
殺
は
ど
フ
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
体
以
稔
険
会
ど
多
く
的
機
総
点
が
務
総

に
つ
い
て
考
え
ま
す
母
務
牛
乳
め
栄
後
師
醐
絡
を
持
品
絞
し
、
官
附
ね
繍
ア
ド
バ
イ
ス
メ
品
九
ー
を
附
附
い
て
波
紋
怒
れ
て
い
る
会
殺
裁
判
闘
と
め
淡
い
、
お

O
掛
剛
一
抑
柚
作
品
調
行
余
肉
と
事
特
H
V
ハ
ム

W
附
〉
旧
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里子唾堕言語
事事と3ま宣言孟喜歯車ヰ星雲所 〔滋E話会館

勾〉ではパートo接税関手をき二子

主主募集l，.殺す。

歩草書務S・事者罪事 を3援護争体主ヨおよ

びi2F!318、1ヨ2・380 守ご萄

8告毒30分tJ~うと子室長。雲寺30分訟でQ

b勤務f'l警警 豊島科目B手および6J;襲警

報軍側繁華器(寅言語i話連盟縫のうえ淡主主〉

検察込方法 幾愛護霊震を持率書し111'ヨ

10閉までは燃機管理霊童へ王朝し込ん

でくt!.1:ちし¥Q -:畳間総務権磁重量η

炉問符 11刃15、17、守号、 22ミ以

後O5日韓題。g=毒iJ8時事30分かをき午

後O君事30分誌でE

修場所 聖書訟戸スターランド

'砂漠鈎 4伎刃向

...~詰発 夫台車R言書仁コ午前8隠35

分。浪花聾そ鰐口午高言8喜善45分。<:t

:RD潟詰覧字書詰Q滅。

惨事事費藍人数 40人〈多数の普喜子住喜重〉

ゐ串込方法漁獲ハガキIこ住所、

氏名、王手重簿、管言語裁をきそ草~.乏し、

11汚881;消包湾総〉までにぎ主主義

子絡組事変湾委務会体湾喜撃をまT'

ニiまくだち、わだしだちガんばっ

ていをまミ言。ぜひ隊以来てくだおいt

II>S&寺 竹 伶7Eヨ(白)守詰010跨

符分から咋後2H寺:lO分首長で
惨場詩号 室完主主子事量殺さ詳綬体湾総

〈言菌室生成E自緩毅フ京都!下車市主総15分〉

炉内番喜 劇、襲警り、重虫、作獲得容

など

沙問い舎の殺 県I主主主総予養毅理学

後創 刊臨T

属探…鶴崎欝欝哩貫j
b期間 竹Fヨ1Eヨtieう3BEまで

予草壁誇奇 ?自民会室意義幸

II>P号警警 きさ象切手(])発潟、記;:&

緩ニコニク-J(.，入選作ii1lC号車妻子完‘切

手皇室主主ど ー我後手!I!!埠君主義一

あ び
、，
、申

1¥182" IL )
 

ρ

。
(
 

唾握手ヤズフエステイルi
I>S華寺 竹F!2る包〈本〉午後5幸容

30分誇議長襲、 午後ら草寺撃事主主

，砂場所 f1jg重量霊露大会議事室

惨と詰3聖 天オピヨフ二スト陸路E吾川毅

箆言葉ヅ}(.，ーブートポンズ佳際

11>入橋事耳 1(泌iIl(会e!B票差〕

参入諸島然発売競 浮主主童書E吾、必ロ

ひそst1、筑波警察五話、予言持警護応、李

総選襲名、}辱JZ.堂、十一義義務室、ム

ッシご29少ン、あつあ3~る、

ドシ鴻ジブエピj

議よごoニコンサートo絞主主重量はすべ

て縁体簿重言緩め糧祉のだめに我孫

子mへ:怒(守されま事。

惨さ主義義 ヌフート・ウン宮邸~20

iか血盟問轡鰹童j
;t1-Jlノスヌヨウト要義務総図と態76

gで|革新実箆募集の絞際会を行し\~世

写句産党例会o著書意思慾望警は後援1¥

71キ!こ住所、 E主主主、さをま1'1司臼、入

惨さ詳定学総務、保護穏を号、富童話喜番

号聖明言8いてε告し込んでくだ惑い。

砂総数 密和58$4~事じ小繁絞入

学務'Ao女子および畿を小学俊?

年伎の女子。

b申込書事切 れFl71三〈消EO事者数〉
惨申込書も第45僚は久寺家5557

83r:t踏襲さ子。第Y容器調i証書出合ヰ24-3

ゆ襲撃允子。

堕苔窃食生活藤l
II>S&著 作湾民日く臼〕と子選在匂詩

から午後 5~事さまで

惨準高青 総務盗塁封説明ド記長室

炉共催 約家事重所、銀栄養主要妻、

重量綴綴幾研究会込議事理士会

事議語議選吾語読1
II>S時 毒事録58王手1F!30B (臼〉
午言語利勝おら

b語襲被 Fち1l1f百

砂覇軍要員 三手議、お重、 F号機危険

総選ま没者該絞

券草書慈愛t唖 Iiel認57まま12F!6B総

から12F!98(木〉主主で。淡約三匹

Bsで幾11"1吉iすきまミ言。

b帯主著書紫 綬義重警護言霊〈ぬ防本主患

をき出さ藍語奇l之総額〉。考察襲撃く4明×

30'11校、 会4富喜幸1::2絞lIli皇霊〉

砂重量事護学政料 室料義筆活∞問、とこ窪

20羽OiIl、手号機16∞R(緩i奴入さ丘紙〉

沙問い合わ主主 湾立ち司王語きそ事完古係

重連璽翠£
参磁器寄 11尽14B(臼〉キ露iJ10鯖
11らIE守:君主℃

11>獲F奇 上新本書電まま童話 E新木路語読

焼、午線f錯保努〉

II>P持軍事 玄孫子の民話、わそうベ騒

などをF二乞協のあ著きから綴望書盟主り喜善

E壁、保努.00わセて語護士o伝統工

芸入陶器遺書室、竹本武村、繁華語、後

治、 gt妻、主需E警などを製作しとい

る絞めず1'5るの話連E量、記長襲、保寄。

どんな韓議事費でも最古機℃をすc お票日

らセ〈主主おし¥0著書事Oe閥、 著書1王室菱
不惑で毛:l.

11>語草総 務違否時04~昆50、豪華終世88

-2576兵撚告82-7211

惨主事撃 さ主張さ子O3主化を守る重量

哩丞窒士土壁襲撃墾j
10河15悶務1と}害認した f湾少年

竜王明るく幾かに育てようJ ポスタ

ー φ 告襲警霊童書集o害事め切り1<1:111'守15

5ヨで90ふるってこ応募ください。

惨罪事い会わt主 主会主主要事総

@111'事のテ-yがさ主主主教育のをきg

自9護軍霊室"ーさを慾ガいの入金とは言語

産主化社会lこそなえて、 111'ヨ881舟)

キ言語10善寺から午後婚まP。

@12F警のテーてP“主主涯教事警のEヨ言ざ

すもの' 一段絞め牽ぜt二t控若草平和，

…121'き6白〈的〉会子高"10華寺主主ら午後

39幸三置で
砂研修内務 写書む言語量産、午後ディ

ス力、ッション〈毒事務賛成刃向〉

険会話量 m主義援主館第ヰ主主義襲警藍

ル主催 〈襲ヨ〕野村生主主歪事実湾セン

タ一二襲災Bs:l莞主草子グループ

砂罪悪い合わせ 審理83ft82…6622

1:際世飴-4663

日主言語議ξ扇子語事1
子重量念霊童我l*:季五号童話では r術祭

サービス主主可~.デ 川として挺酵母で

を主ヰ話相談とさ霊TE再ぎをiラいをま90

1I>8U寺竹筒14B(日)午前90導

力ら午援を守詩まで

砂場所 芝還流5':m足立場

11>"佐催 干一議文章霊一員全5号機総会t自
主宣言語主主主長ミ子分会

炉問い合わ営住隊椛88←152B

i芳草壁罪悪襲警臨義i
1>1:綾絞華麗 r子どものころ戦争

1:1あったJ '8汚 9Eヨのゴガサヨ子J

砂上署員日時 場荻村月28(:k)
午後鰐30分曹がド主主総務王手車賞、 11

Fヨ3凶〈総〉守=露iJ10騎つくし室事ごコ

ミミュニティホー}(.，、午後2跨漆，t

台E幸治時ミ築会場、午後60奇ii5F.主 争的然〈匿名)(J)7うから壁道線マザ

会館大会主義主主〈入滋料500吟〉 …父子1i-L，ひ務おり関へ27'5100

沙妻宅縫 市療機被爆者の然、需要71< P'iむり寄泌がありましだ。

幾重素i主我殺そ子市銀議会 事第3~譲I努地主主署長事襲撃苦言〈宛〉幾重詰

惨連絡先 主主包宮西2叩7427 会!こ緊張し、井とおじいさむ後機会著書

務J'f1i司3臼午後6燃の」二銀総義宗 務所長長から三Jニヱ…スの得燃があり

7.1<幾重量Jt世界大重量の察官告重量そ行い 殺し疋。

続完1 争中村長記災復ん〈害警B屋酒怠〉と二

iシJlJHーセミナー臨蕃議議iE景子:zttffrff
砂防事喜 111'ヨ228(湾〉なら12月 三3ンの売土幾357'52610仰の堅苦fヨ5
25日〈主〉芝までの毎望書問，二七皇室8 00むきまし段。

泌総包 午後1s寺30分から49害 事水とごとの会主手憲君主コンサι ト察

惨犠療 費理白星雲主主要望室圭〈三五1l!D守護霊長選会康診をう挙事著作召浄化ot.きめ
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